
県有施設の見直し一覧（１２月１９日（水）実施分）

No 所管部局名 施設名 見直しの考え方 見直しの方向性 平成29年12月以降の調整経過、今後の予定、課題など

6 教育委員会
鈴鹿青少年センター
＜指定管理＞

当該施設は、自然に親しむ機会を青少年に提供す
るため昭和59年に建設され、宿泊・自然体験活動等
を実施している。

学校・クラブ等による青少年の健全育成を目的とし
た利用を基本としつつ企業・家族等の利用が一定数
を占めていること、指定管理料の削減に努めてきた
ものの依然として多額の維持管理費がかかっている
こと、鈴鹿青少年の森に隣接し好立地にあり子ども
の集団宿泊・体験活動の場としての機能を果たす民
間による活用も考えられることを考慮し、今後の見直
しの方向性を定める必要がある。

【継続検討】
民間による有効活用も視
野に入れながら、平成31
年度末までに方向性を定
める。

【経過】
・H30.7 先行事例調査
  青少年教育施設を民間活用することにより、新たな事業展開、利用者の増、公費負担の軽
減を行っている事例を調査

 沼津市立少年自然の家
   びわ湖青少年の家
・H30.8～9 鈴鹿市への説明
・H30.8.22 「平成30年度第1回みえ公民連携共創プラットフォーム」（百五銀行主催）に参加
し、グループワーク形式で民間事業者の意見収集を実施
・H30.10～11 プラットフォーム参加事業者及び官民連携専門家から個別に追加の意見聴取
を実施
・H30.11.30  「平成30年度第2回みえ公民連携共創プラットフォーム」（百五銀行主催）におい
て、民間事業者と個別面談を実施

【課題】
・鈴鹿市をはじめ、関係者と適宜、情報を共有し、丁寧な協議・調整が必要

【今後の予定】
・H31.1 官民連携専門家による現地確認を行うとともに、収集した民間意見について官
民連携専門家の見解を聴取
・H31.1以降  民間意見に対する課題等について関係者と意見交換し、今後の進め方等につ
いて調整

7
子ども・福
祉部

社会福祉会館
＜直営＞

当該施設は、社会福祉団体が入居し、高齢者、障
がい者、生活困窮者等へ質の高い福祉サービスを
提供している。

昭和46年に建設後、老朽化が進み、大規模改修の
時期が差し迫っていることなどから、建設、資金調
達、維持管理、運営等について、PPP／PFI等の民間
活力を導入する方向で検討を進める。

民間活力の導入（ＰＦＩな
ど）

【経過】
・Ｈ29.12 知事と部局長との協議（公開）の後、会館１３団体に対し「ＰＰＰ/ＰＦＩ事業の検討」を
進める事を文書にて通知…団体からの意見なし
・H30.3 「第3回公民連携共創プラットフォームセミナー」（百五銀行主催）の題材として地方自
治体や民間事業者から意見を聴取
・H30.2 入居団体に対し建替えに関するアンケートを実施
・H30.3 PFセミナー参加民間事業者数社と個別ヒアリングを実施
・H30.7 入居団体（社会福祉協議会）と意見交換を実施
・Ｈ30.7 内閣府支援事業においてスキーム毎の比較資料作成依頼
・H30.9～11 入居団体の意見聴取を実施
・H30.11 PFセミナーにおいて意見聴取を実施

【課題】
・建替時の入居団体の執務スペースの確保
・駐車場スペースの確保
・PFI事業実施においてはコンサルとの契約が必要

【今後の予定】
・H30.12まで PPP/PFIと通常修繕との比較検討とりまとめ
・H30.12まで PPP/PFI実施に向け関係各課（財政課等）との協議を実施
・H31.3  まで  PPP/PFI実施に向けた基本方針（素案）を作成

資料７ 
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